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1 . はじめに 
本論文では、 技術者・研究者が 設計するビジネ 、 ス そこで、 本論文では、 ビジネ 、 スを 冠した言葉の 整 

モデルの理論的検討にあ たり、 ビジネ 、 スを 冠した 言 理 ・体系化を試み、 「事業のどの 部分の話をするとき 
葉と ビジネ、 スモデルとの 関連性に着目して、 理論的 にはどの言葉を 使 う とよい」という 共通認識を構築 
体系化を試みる。 することによって、 前述のような 対話を円滑に 進め 

1998 年 7 月、 米国において 投資信託の運用に 関 る一助としたい。 
する特許 [ いわゆるハブ・アンド・スポーク 特許 

ことに端を発する「ビジネスモデル 特許」ブーム 以   

来、 ビジネ 、 スを 冠した言葉はインターネ、 ット ・書籍・ 性について考察を 行 う ため、 われわれはビジネ 、 ス全 
会話等にあ ふれている。 体を表すビジネスプロセス、 ビジネスモデルという 

従来、 企業の中で R&D に携わってきた 技術者は、 言葉を次のように 定義し、 その概念と相互の 関連性 
事業そのものの 目的や収益性等に 関する経営レベル を 整理することとした。 
の議論とは直接的な 関係を持たずに 過ごしてきたが、 l ビジネスプロセス @ 
経済の不確実性が 増大してきている 現在、 経営サイ 製品やサービスが 企画・開発され、 生産され、 
ドと 技術者サイドとの 対話の重要性も 増大してきて 必要とする顧客に 販売され、 顧客の使用をサ ボ 
いる。 その対話において、 鍵 となるのが事業の 具体 一ト するまでの一連のプロセス 
的な内容や構成要素を 表す「ビジネ 、 スを 冠した言葉」 
であ ると考えられるが、 前述の通り、 それらの言葉 ｜ ジネスモデ 。 ジネスの構造に Ⅱ ノ 対する理解を 前提に した、 自 

は 世間にあ ふれているので、 一人一人の理解・ 定義 社の付加価値創出のパターン 二 「どこで儲ける 
が 異なり、 対話のすれ違 いや 誤解を生じさせる 大き か め フレームワーク」を 示すもの 
な 原因になっている。 
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図 1  ビジネスフロセス と ビジネスモデルとの 関連 

一 578 一 



これまでの考察から、 法規制、 社会環境、 人口 
動態、 地球環境などさまざまな 外部の環境要因の 
もとで、 ヒト、 カネ、 モノあ るいは販売ネットワ 
ークなど自社の 保有する構成要素を 活用して行う 
「付加価値創出のパターン」としてこのビジネス 

モデルを表現することができるとの 仮説を得てお 
り 、 その全体像を 図 1 のように整理した 

3. ビジネスを冠した 言葉の統計的傾向 
世間にあ ふれているビジネスを 冠する言葉を 特 

定するために、 50 個程度の言葉を 抽出し、 YAHOO! 
0 キーワード検索により、 それらの言葉が 含まれ 
ているぺージ 数を調査した。 上位 30 位までにラン 
クされた言葉を 表Ⅰに整理し、 以降の分析はこれ 
らの言葉を対象にして 行う。 
第一に言えることは、 予想通り、 ビジネスを冠 

する言葉を含んでいるぺ ー ジがインターネット 上 

表 Ⅰ 上位 30 位までのビジネスを 冠する言葉 

ビジネス・ネットワーク 

に 莫大に存在することであ る。 また、 ビジネスの 
後ろに思いつく 限りの英単語を 付けた言葉の 大半 
が 存在することから、 各人各様の理解・ 定義に基 
づい て使われていることも 推察される。 日本にお 
ける順位と米国における 順位とを比較すると、 か 
なり差異があ ることが分かる。 これはカタカナ 英 
語 が英語本来の 意味と異なる 使われ方をされてい 
ることに加え、 ビジネ 、 スを 冠する言葉を 使う対話 
の質・レベルが 異なっていることを 示唆している 
と考えられる。 

さらに、 これら 30 個の言葉の使われ 方に関する 
一般的な傾向をつかむために、 前項で整理した ビ 
ジネ 、 スプロセスを 示す 5 つのキーワード ( 「企画」 
「開発」「生産」「販売」「サービス」 ) と 30 個の言 

葉が同時に含まれているぺージ 数を YAHOO! の キ 
一 ワード検索で 調査した。 結果を表 2 に示す。 

現 俸に対す 比率 

ビン ス・ コ 
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この結果、 ビジネスを冠する 言葉は、 「開発」あ 

るいは「サービス」 との組み合わせで 使用される 
ことが多いことがわかった。 特に、 ほとんどの言 
葉が「サービス」 との組み合わせで 使用されてお 
り、 「サービス」とし   ラ 価値提供が新しいビジネス 
を生み出しているという 状況を映し出しているも 
のと推察される。 また、 「企画」あ るいは「生産」 

との組み合わせは 少ない。 これは、 「企画」はおそ 
らく具体的な「販売」、 「サービス」との 関連で使 
用されることが 多く、 「生産」は生産手段そのもの 
でのビジネスが 少ないことが 要因ではないかと 推 

察される。 

4, ビジネスを冠した 言葉に関するアンケート 結 
果 

さらなる類型化を 検討するため、 ビジネ 、 スを 冠 
する言葉が実際のビジネ 、 ス の場面でどのように 使 
用されているかを 分析することとした。 ( 社 ) 科学 
技術と経済の 会・技術経営会議・ 専門委員会第 1 
グループへの 参加メンバー ( 技術者出身のマネー 
ジャ一 ) 14 名に対し、 前述の上位 30 位までの言 
葉とビジネスプロセス 上の各段階および 環境要因 
Ⅰ構成要素との 関連性をアンケート 形式で質問し、 
10 名から回答があ った。 結果を表 3 に整理する。 
この結果からわかることは、 以下の通りであ る。 

表 3  ピ ジネスを冠した 言葉に関するアンケート 結果 

ビジネス・エンジニアリンバ 

口 : 5 票以上入ったもの Ⅰ : 8 票以上入ったもの ■ : 10 票入ったもの 

ビ   一 
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(lL ノウハウ、 フロⅠザイクルなどはビジネス 
プロセスの全段階で 使用されており、 ビジネ、 
ス そのものを指すときに 使用される 

(2) プラン、 アイディア、 ロジック、 デザイン、 
コンセプトなどは 企画段階で構成要素と 位置 
付けられて使用されており、 自ら 創 発すべき 
項目であ る 

(3) 開発、 生産で使用される 言葉は少なく、 テク 
ノロジー、 エンジニアリンバ、 コアなどに限 

られる 
(4) 販売、 サービスに関連する 言葉は多く、 ネッ 

トワーク や スタイルなどイメージしやすいも 
のから、 スキル、 ルールなど開発あ るいは環 
境要因と関連すると 思われるものも 使用され 
ている 

この結果に基づき、 上述したようなプロセスで、 
当初の問題意識「事業のどの 部分の話をするとき 
にはどの言葉を 使うとよいか」について、 主とし 
て技術者の視点で 整理・体系化した 結果を図 2 に 
示す。 
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く 環境要因 ノ 

①図示されており、 直感的であ る 
②ビジネスプロセスの 各段階が網羅されている 
③それほど多くのビジネスを 冠する言葉を 使っ 

ていない 
今後、 経営の視点から、 この 国 および今回の 検 

討プロセスのチェックを 行い、 必要な修正を 加え 
たものを標準ツールとして 位置づけていきたい。 
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